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論文内容の要旨

本論文は、日常生活のあらゆる部分にコンビュータが浸透し、人々が常に端末を持ち歩く環境において、それらの

コンビュータが自律的に動作して連携しながら状況に応じたサービスを提供する枠組みとして、イベント駆動型デ}

タベースを用いたサービス構築手法を確立している。さらに、イベント駆動の枠組みを用いることで起こる問題点を

明らかにし、その解決方法を提案している。

本論文は、上記の研究成果を 6 章構成によりまとめている。

まず、第 1 章では、本研究の背景と動機について述べている。

第 2 章においてはモパイル環境のためのイベント駆動型データベースである AMDS CActive Mobile Database 

System) について述べている。 AMDS は移動体の接続・切断をイベントとして取り扱えるように拡張したデータベ

ースシステムであり、 AMDS を用いることでモパイル環境における多様なサービスを提供できることを確認している。

また、分散配置された ECA CEvent, Condition, Action) ルール群の異常動作発生を検出する手法を提案し、モパイ

ル環境において安全にイベント駆動型サービスを運用できることを確認している。

次に、第 3 章では地理情報システムのためのイベント駆動型データベースである ActiveGIS について述べている。

ActiveGIS は位置情報と無線で配信される地理情報をもとに位置依存サービスを提供するデータベースシステムであ

る。 ActiveGIS における ECA ルールである ECA・ML はデータ交換のための標準フォーマットとして広く用いられて

いる XML 形式で記述するため、閉じく XML で記述された地理情報に含めて配信し、期限付きオブジェクトや受信

者限定型のデータ配信が実現できることを確認している。

第4 章では、放送環境のためのイベント駆動型データベースである SADB CSuper Active DataBase system) につ

いて述べている。大量のデータが放送される環境では必要なデータのみを抽出するフィルタリング技術が重要になる。

SADB はフィルタリング要求を ECA ルールで表現するため、柔軟なフィルタリング処理が実現でき、システムの設

計も放送データ処理に最適化されているため、大量の放送データを高速に処理できることを確認している。

第 5 章では、リアルタイムプレゼンテーション生成のためのイベント駆動型デ}タベースについて述べている。提

案システムは、与えられたシナリオに対してデータベースの中から適切な素材をリアルタイムで抽出して提示するシ

ステムであり、 ECAルールを用いることで提示ポリシーの指定やリアルタイムで特殊効果を加える機能を実現してい

る。

最後に第 6 章では、 5 章までの成果を統合することで実現する ECA ルールベースの統合環境について述べ、統合
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への課題について考察して本論文のまとめを行っている。

論文審査の結果の要旨

本論文は、自律的に連携しながら状況に応じたサービスを提供する枠組みとして、イベント駆動型データベースを

用いたサービス構築手法に関する研究成果をまとめたものであり、主な成果を要約すると次の通りである。

(1) データベース内で自動処理を行うためのシステムであるイベント駆動型データベースの概念をモパイル環境に

適用することで、位置・状況依存のサービスを提供できることを示している。また、モパイル環境向けのサービ

ス記述言語である ECA ルールを設計し、分散配置されたルール群が異常動作を起こすかどうかを検出するため

の動的トリガグラフ構築手法を提案し、モパイル環境において安全にアプリケーションを運用する方法を確立し

ている。

(2) イベント駆動型データベースの概念を放送環境に適用することで、ユーザ要求を ECAルールにより表現し、 ECA

ノレールを用いて'情報フィルタリングや放送データに対する問合せ処理を行う手法を提案している。また、放送環

境に特化したルール処理アルゴリズムを提案し、従来のシステムと比べてルール処理の高速化が実現で、きること

を示している。

(3) データベース中に蓄積されたデータを ECA ルールを用いてリアルタイムプレゼ、ンテーションとして提示する手

法を提案している。実験システムアクティブカラオケを構築し、蓄積データを提示する際に ECA ルールを用い

ることで状況依存の素材選択や特殊効果の適用などが有効に機能することを示している。

以上のように、本論文はイベント駆動型データベースの概念を用いることでさまざまな環境において状況依存のサ

ービスが実現できることを示し、新たなコンビューティングの枠組みを提案している。また、実システムの開発と運

用を通して多くの有用な研究成果をあげており、情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士

論文として価値あるものと認める。




